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寛
政
期
の
歌
麿
と
蔦
屋
重
三
郎

は
じ
め
に

　

喜
多
川
歌
麿
（
一
七
五
三
？
〜
一
八
〇
六
）
は
、
寛
政
期
（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
を
中
心
に
活
躍
し
た
江
戸
時
代
中
後
期
の
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
吉
原

遊
女
や
芸
者
、
市
井
の
女
性
ら
を
美
人
画
に
描
き
、
モ
デ
ル
の
顔
貌
を
近
接
・
拡
大
し
た
「
美
人
大
首
絵
」
を
手
が
け
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
し
か
し
、
そ
の

名
声
は
歌
麿
一
人
の
力
で
築
い
た
も
の
で
は
な
く
、
公
私
と
も
に
二
人
三
脚
で
歩
ん
で
き
た
版
元
蔦
屋
重
三
郎
（
以
下
、
蔦
重
と
す
る
）
の
支
え
が
あ
っ
て
初

め
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
蔦
重
は
、
歌
麿
が
ま
だ
絵
師
と
し
て
駆
け
出
し
だ
っ
た
頃
に
早
く
も
そ
の
画
才
を
見
出
し
、
自
身
が
出
版
活
動
を
行
う
中
で
歌

洲　

脇　

朝　

佳

　

喜き

多た

川が
わ

歌う
た

麿ま
ろ

は
、
寛か

ん

政せ
い

期き

（
一
七
八
九
〜
一
八
〇
一
）
を
中
心
に
活
躍

し
た
浮
世
絵
師
で
あ
る
。
吉
原
の
遊
女
や
芸
者
、
市
井
の
女
性
ら
を
題
材

と
し
た
美
人
画
を
得
意
と
し
、
モ
デ
ル
の
顔
を
拡
大
し
て
描
く
美び

人じ
ん

大お
お

首く
び

絵え

を
手
が
け
て
一
世
を
風
靡
し
た
。
し
か
し
そ
の
名
声
は
、
歌
麿
を
公
私

と
も
に
支
え
、
歌
麿
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
新
機
軸
を
考
案
し
て
き
た
版

元
蔦つ

た

屋や

重じ
ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

の
存
在
が
あ
っ
て
こ
そ
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
歌
麿
が
蔦
重
の
元
か
ら
刊
行
し
た
主
要
な
揃

そ
ろ
い
も
の物

作
品
を
分

析
し
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。
二
人
に
と
っ
て
主
力
商
品
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る
揃
物
作
品
の
う
ち
、
特
に
新
機
軸
の
美
人
大
首
絵
作
品

と
「
青
楼
十
二
時
」
に
焦
点
を
あ
て
、
従
来
の
美
人
画
に
な
い
現
実
感
の

あ
る
女
性
像
を
生
み
出
し
た
こ
と
を
示
す
。
さ
ら
に
、
蔦
重
以
外
の
版
元

か
ら
刊
行
さ
れ
た
歌
麿
の
揃
物
作
品
に
も
注
目
し
、
蔦
重
版
に
は
見
ら
れ

な
い
主
題
と
技
法
を
採
用
し
て
歌
麿
の
芸
術
性
を
高
め
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

論　

文　

要　

旨
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麿
を
重
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
彼
を
浮
世
絵
界
の
ト
ッ
プ
に
ま
で
押
し
上
げ
た
。
そ
う
し
た
協
働
関
係
の
中
で
制
作
さ
れ
た
作
品
の
多
く
は
、
現
在
歌
麿
の
生

涯
を
通
じ
て
の
傑
作
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
歌
麿
を
研
究
す
る
上
で
は
、
蔦
重
と
の
仕
事
に
目
を
向
け
る
こ
と
が
不
可
欠
な
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
歌
麿
芸
術
を
支
え
た
蔦
重
か
ら
刊
行
さ
れ
た
歌
麿
作
品
の
う
ち
主
要
な
揃
物
に
焦
点
を
あ
て
、
形
式
面
と
主
題
面
の
分
析
を
行
う
こ
と
で
そ
の

特
色
を
明
ら
か
に
す
る
。
揃
物
に
着
目
す
る
理
由
は
、
そ
れ
が
歌
麿
と
蔦
重
に
と
っ
て
主
力
商
品
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
一
方
、
従
来
の
研
究
で
は
揃
物
単
位

で
作
品
分
析
が
行
わ
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
揃
物
と
は
、共
通
の
主
題
を
複
数
枚
に
描
い
て
シ
リ
ー
ズ
化
し
た
浮
世
絵
の
こ
と
で
、全
図
を
セ
ッ

ト
に
し
て
一
括
販
売
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
、
全
図
に
あ
る
程
度
の
人
気
が
な
け
れ
ば
売
り
上
げ
が
伸
び
ず
、
大
き
な
損
益
を
出
し
て
し
ま
う
可
能

性
が
あ
る
。
し
か
し
、
蔦
重
の
元
か
ら
は
六
枚
揃
、
八
枚
揃
、
十
二
枚
揃
な
ど
セ
ッ
ト
の
枚
数
が
多
い
揃
物
作
品
が
積
極
的
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

蔦
重
版
に
は
安
定
的
な
需
要
が
あ
り
、
一
括
販
売
で
も
採
算
が
見
込
め
る
と
判
断
さ
れ
て
い
た
と
推
察
で
き
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
分
析
の
対
象
を
寛
政
期
に

制
作
さ
れ
た
歌
麿
作
品
に
絞
る
。
歌
麿
が
制
作
し
た
蔦
重
版
の
主
な
揃
物
が
寛
政
七
年
で
刊
行
が
終
わ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
蔦
重
が
寛
政
九
年
に
死
没
し
て
い

る
か
ら
で
あ
る
。

一
、
先
行
研
究

　

最
初
に
歌
麿
の
先
行
研
究
を
概
観
し
、
そ
の
上
で
揃
物
に
特
化
し
た
論
考
に
つ
い
て
詳
し
く
確
認
す
る
。

　

歌
麿
の
先
行
研
究
を
概
観
す
る
際
、
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
が
一
八
九
一
年
刊
の
エ
ド
モ
ン
・
ド
・
ゴ
ン
ク
ー
ル
著
『
歌
麿―

青
楼
の
画
家―

』（
以
下
『
歌
麿
』

と
す
る
（
註
一
））
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
の
作
家
で
美
術
批
評
家
だ
っ
た
ゴ
ン
ク
ー
ル
は
、
一
九
世
紀
後
半
か
ら
欧
米
で
流
行
し
た
ジ
ャ
ポ
ニ
ス
ム
を
牽
引
し
た
一
人
と

し
て
、
ま
た
熱
心
な
日
本
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
有
名
で
あ
る
。
彼
が
と
り
わ
け
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
が
浮
世
絵
で
、
晩
年
、
美
術
商
の
林
忠
正
の
協
力

を
得
な
が
ら
浮
世
絵
に
関
す
る
著
書
を
執
筆
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
冊
が
『
歌
麿
』
で
あ
る
。
書
中
、
ゴ
ン
ク
ー
ル
の
誤
認
に
よ
る
記
述
も
散
見
さ
れ
る
が
、

本
質
を
捉
え
た
的
確
な
表
現
に
よ
っ
て
歌
麿
作
品
の
芸
術
性
の
高
さ
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
に
肉
筆
画
と
版
画
を
含
め
た
作
品
目
録
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、

歌
麿
研
究
の
嚆
矢
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
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次
に
、
日
本
国
内
の
研
究
に
目
を
向
け
る
。
早
く
は
大
正
時
代
に
野
口
米
次
郎
氏
や
、
自
身
も
版
画
家
で
あ
っ
た
橋
口
五
葉
氏
ら
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
た
。

昭
和
に
至
っ
て
吉
田
暎
二
氏
、
近
藤
市
太
郎
氏
、
渋
井
清
氏
ら
数
多
く
の
研
究
者
が
積
極
的
に
論
考
を
発
表
し
、
歌
麿
の
伝
記
事
項
や
浮
世
絵
史
に
お
い
て
の

基
本
的
な
評
価
が
明
示
さ
れ
て
研
究
の
基
礎
が
固
ま
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
渋
井
清
編
『
ウ
キ
ヨ
エ
図
典
13　

歌
麿

（
註
二
）』
は
、
歌
麿
の
全
作
品
を
可
能
な
限
り
図
版

付
き
で
紹
介
し
、
全
貌
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
画
期
的
な
図
版
集
で
あ
る
。
シ
リ
ー
ズ
別
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
、
未
確
認
の
図
が
あ
る
場
合
に
は
空

欄
に
し
て
い
る
。
加
え
て
版
元
や
作
品
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
検
索
で
き
る
よ
う
索
引
を
付
し
て
お
り
、そ
の
資
料
性
の
高
さ
が
特
記
さ
れ
る
。
本
書
の
刊
行
以
後
、

歌
麿
作
品
を
網
羅
的
に
示
し
た
リ
ス
ト
や
質
の
高
い
画
集
が
数
々
出
版
さ
れ
て
お
り

（
註
三
）、
歌
麿
の
画
業
研
究
は
次
の
段
階
へ
進
ん
だ
と
い
え
る
。

　

近
年
に
お
い
て
質
量
と
も
に
最
も
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
の
が
、『
喜
多
川
歌
麿
展
』
展
覧
会
図
録
で
あ
る
。
本
書
は
一
九
九
五
年
、
千
葉
市
美
術

館
の
開
館
記
念
と
し
て
歌
麿
の
大
回
顧
展
が
開
催
さ
れ
る
に
あ
た
り
刊
行
さ
れ
た
。
図
版
編
と
解
説
編
の
二
冊
か
ら
な
り
、
肉
筆
画
、
一
枚
絵
、
版
本
を
含
む

計
四
八
八
点
の
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
解
説
編
に
は
各
作
品
の
作
画
年
や
版
元
と
い
っ
た
基
本
情
報
の
み
な
ら
ず
、
同
じ
図
で
も
ど
の
団
体
・
機
関
が
ど

う
い
っ
た
摺
り
違
い
の
図
を
所
蔵
し
て
い
る
の
か
、
実
に
詳
細
な
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
収
録
さ
れ
た
四
本
の
論
文
の
う
ち
、
浅
野
秀
剛
氏
「
歌

麿
版
画
の
編
年
に
つ
い
て
」
で
は
、
落
款
の
変
化
や
吉
原
細
見
、
吉
原
の
仮
宅
営
業
や
御
開
帳
の
年
代
と
い
っ
た
客
観
的
デ
ー
タ
を
用
い
て
作
品
の
作
画
年
代

を
考
定
し
、
そ
の
上
で
歌
麿
の
画
風
変
遷
を
た
ど
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
、
作
画
年
代
に
つ
い
て
厳
密
に
考
証
し
そ
の
過
程
を
示
し
た
論
考
は
さ
ほ
ど
発
表
さ

れ
て
お
ら
ず
（
註
四
）、
同
書
は
歌
麿
研
究
を
す
る
上
で
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
基
礎
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
、
歌
麿
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
し
た
。
長
年

の
研
究
成
果
の
蓄
積
に
よ
り
、
歌
麿
の
画
業
の
全
体
像
は
あ
る
程
度
把
握
さ
れ
た
状
態
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

歌
麿
の
画
業
が
語
ら
れ
る
際
に
は
、
ほ
ぼ
必
ず
蔦
重
と
の
関
係
と
二
人
で
考
案
し
た
美
人
画
の
新
機
軸
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
蔦
重
の
出
版

活
動
に
関
す
る
論
考
に
お
い
て
も
、
歌
麿
と
の
錦
絵
制
作
に
つ
い
て
触
れ
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
（
註
五
）。
し
か
し
、
歌
麿
が
蔦
重
の
元
か
ら
刊
行
し
た
作
品
群

を
俯
瞰
し
、
総
合
的
に
論
じ
る
試
み
は
こ
れ
ま
で
な
さ
れ
た
こ
と
が
な
い
。
さ
ら
に
、
揃
物
作
品
に
特
化
し
た
論
考
も
極
め
て
少
な
く
、
確
認
さ
れ
る
の
は
大

久
保
純
一
氏
に
よ
る
「
歌
麿
の
「
青
楼
十
二
時
」
と
そ
の
周
辺
（
註
六
）」
の
一
点
の
み
で
あ
る
。
な
お
、
蔦
重
版
以
外
の
揃
物
に
ま
で
範
囲
を
広
げ
た
場
合
で
も
、
浅

野
秀
剛
氏
に
よ
る
伊
勢
孫
版
「
北
国
五
色
墨
」
に
つ
い
て
の
論
考
が
一
点
確
認
さ
れ
る
に
留
ま
る

（
註
七
）。
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二
、
歌
麿
と
蔦
屋
重
三
郎

　

本
章
で
は
、
歌
麿
の
主
な
伝
記
事
項
を
時
系
列
に
沿
っ
て
お
さ
え
、
そ
の
代
名
詞
と
も
な
る
「
美
人
大
首
絵
」
を
蔦
重
と
考
案
す
る
ま
で
の
流
れ
を
確
認
す

る
。

　

歌
麿
は
本
姓
を
北
川
、
俗
称
を
勇
助
、
一
説
に
市
太
郎
と
い
う
。
生
年
は
不
詳
で
あ
る
が
、
宝
暦
（
一
七
五
一
〜
六
四
）
中
期
頃
の
生
ま
れ
と
推
定
さ
れ
て

お
り

（
註
八
）、
没
年
月
日
は
墓
所
の
浅
草
専
光
寺
の
過
去
帳
よ
り
文
化
三
年
（
一
八
〇
六
） 

九
月
二
〇
日
と
判
明
し
て
い
る

（
註
九
）。
歌
麿
の
伝
記
事
項
を
直
接
伝
え
る
史
料

は
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
が
、
歌
麿
作
画
の
狂
歌
絵
本
『
画
本
虫
撰
』（
天
明
八
年
刊
）
の
跋
文
に
お
い
て
彼
の
幼
少
期
を
伝
え
る
記
述
が
確
認

さ
れ
て
い
る

（
註
一
〇
）。
こ
れ
を
書
い
た
の
は
、
狩
野
派
の
町
絵
師
で
歌
麿
の
師
だ
っ
た
鳥
山
石
燕
で
あ
る
。
跋
文
の
記
述
に
よ
り
、
歌
麿
が
幼
年
の
頃
に
は
石
燕
の
も

と
に
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
、
親
子
の
よ
う
な
親
密
な
関
係
を
築
い
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

歌
麿
が
絵
師
と
し
て
の
活
動
を
開
始
し
た
の
は
安
永
期
（
一
七
七
二
〜
八
一
）
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
画
号
を
「
北
川
豊
章
」
あ
る
い
は
「
豊

章
」
と
名
乗
っ
て
い
た

（
註
一
一
）。
現
在
、
豊
章
時
代
に
お
い
て
制
作
年
代
が
特
定
さ
れ
て
い
る
最
上
限
の
作
品
は
、
富
本
浄
瑠
璃
正
本
『
四
十
八
手
恋
所
訳
』（
安
永

四
年
刊
）
の
下
巻
表
紙
絵
で
あ
る
。
そ
の
他
ジ
ャ
ン
ル
の
初
作
は
、
摺
物
が
「
市
川
五
粒
名
残
り
惣
役
者
ほ
つ
く
し
う
」（
同
五
年
刊
）、
細
判
錦
絵
が
「
初
代

芳
沢
い
ろ
は
の
す
し
や
娘
お
さ
と
」（
同
六
年
刊
）、
黄
表
紙
が
『
善
光
寺
御
利
生　

通
鳧
寐
子
の
美
女
』（
同
七
年
刊
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
頃
の
作
品
に

共
通
し
て
い
る
の
は
、
当
時
の
人
気
絵
師
勝
川
春
章
や
北
尾
重
政
の
画
風
に
似
て
い
る
こ
と
で
、
歌
舞
伎
に
取
材
し
た
も
の
が
多
い
こ
と
も
特
徴
で
あ
る
。

　

天
明
期
（
一
七
八
一
〜
八
九
）、
歌
麿
は
画
号
を
「
哥
麿
／
歌
麿
」「
喜
多
川
哥
麿
／
喜
多
川
歌
麿
」
に
改
め
、
黄
表
紙
や
洒
落
本
な
ど
の
版
本
類
を
中
心
に

制
作
活
動
を
行
っ
て
い
く
。
初
期
の
注
目
す
べ
き
作
品
は
、
天
明
元
年
刊
の
黄
表
紙
『
身
貌
大
通
神
略
縁
起
』
で
、
こ
れ
が
蔦
重
と
初
め
て
組
ん
だ
作
品
で
あ

る
。
本
作
を
皮
切
り
に
、
歌
麿
は
蔦
重
と
の
仕
事
を
増
や
し
て
い
っ
た
。

　

当
時
、
新
進
気
鋭
の
版
元
で
あ
っ
た
蔦
重
は
、
吉
原
細
見
や
黄
表
紙
、
洒
落
本
を
主
力
商
品
と
し
て
販
売
し
は
じ
め
た
一
方
、
狂
歌
本
の
制
作
に
も
力
を
入

れ
て
い
た
。
和
歌
の
形
式
に
通
俗
的
な
機
知
や
諧
謔
を
読
み
込
ん
だ
狂
歌
は
、
上
方
に
お
い
て
先
行
し
て
流
行
し
、
天
明
期
に
入
っ
て
江
戸
で
も
爆
発
的
な
流

行
と
な
っ
た
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
、
天
明
三
年
刊
の
四
方
赤
良
・
朱
楽
菅
江
主
撰
『
万
載
狂
歌
集
』、
お
よ
び
唐
衣
橘
州
主
撰
『
狂
歌
若
葉
集
』
で
あ
っ
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た
。
両
作
は
、
そ
れ
ま
で
原
則
詠
み
捨
て
で
あ
っ
た
狂
歌
を
版
本
に
収
録
し
販
売
し
た
と
い
う
点
で
画
期
的
で
、
江
戸
狂
歌
の
人
口
を
急
速
に
増
加
さ
せ
る
要

因
と
な
っ
た
。
こ
の
と
き
、
既
に
版
元
と
し
て
の
才
覚
を
見
せ
て
い
た
蔦
重
は
、
こ
の
狂
歌
ブ
ー
ム
に
商
機
を
見
出
し
た
。
時
に
自
ら
蔦
唐
丸
と
い
う
狂
名
を

名
乗
り
歌
会
に
参
加
し
、
ま
た
あ
る
時
に
は
吉
原
の
出
自
を
活
か
し
て
遊
里
で
主
催
の
歌
会
を
開
い
て
、
狂
歌
界
の
中
心
人
物
ら
と
親
睦
を
深
め
て
い
っ
た
。

結
果
、
天
明
五
年
刊
『
故
混
馬
鹿
集
』
と
同
七
年
刊
『
狂
歌
才
蔵
集
』
の
上
梓
に
至
り
、
両
作
と
も
に
天
明
五
大
狂
歌
撰
集
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
大
当
た
り
と

な
っ
て
い
る

（
註
一
二
）。

　

ま
た
、
蔦
重
は
狂
歌
師
と
浮
世
絵
師
と
を
積
極
的
に
引
き
合
わ
せ
、
狂
歌
絵
本
と
い
う
真
新
し
い
企
画
を
打
ち
出
し
て
も
い
る
。
狂
歌
絵
本
の
特
徴
は
、
浮

世
絵
師
の
描
い
た
画
面
に
合
わ
せ
狂
歌
師
が
歌
を
寄
せ
る
と
い
う
形
式
に
あ
る
。
似
た
先
行
作
品
と
し
て
、
俳
諧
と
浮
世
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
『
絵
本
青
楼
美

人
合
』（
鈴
木
春
信
画
、
明
和
七
年
刊
）
な
ど
が
確
認
さ
れ
る
が
、「
そ
れ
を
〝
新
鮮
な
題
材
、
新
鮮
な
感
覚
、
新
鮮
な
技
法
〞
に
よ
っ
て
脱
皮
・
再
生
さ
せ
、

現
代
的
な
芸
術
作
品
（
註
一
三
）」
へ
と
昇
華
さ
せ
て
い
る
点
に
、
蔦
重
の
能
力
の
高
さ
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

狂
歌
絵
本
の
企
画
に
お
い
て
、
そ
の
画
才
を
遺
憾
な
く
発
揮
さ
せ
た
の
が
歌
麿
で
あ
っ
た
。
歌
麿
は
天
明
六
年
刊
の
『
絵
本
江
戸
爵
』
を
初
作
と
し
て
、
寛

政
二
年
ま
で
精
力
的
に
狂
歌
絵
本
を
制
作
し
続
け
、
計
一
三
種
を
蔦
重
か
ら
刊
行
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
天
明
八
年
か
ら
の
三
年
間
は
、
彩
色
摺
か
つ
歌
麿
単

独
作
画
で
の
狂
歌
絵
本
が
七
種
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
蔦
重
の
歌
麿
へ
の
期
待
の
大
き
さ
と
購
買
層
か
ら
の
好
評
ぶ
り
が
窺
え
る
。
な
か
で
も
最
高
傑
作
と
評
さ

れ
る
の
が
、
現
在
歌
麿
の
狂
歌
絵
本
三
部
作
と
通
称
さ
れ
て
い
る
『
画
本
虫
撰
』『
潮
干
の
つ
と
』『
百
千
鳥
狂
歌
合
』
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
天
明
八
年
、
寛
政

元
年
、
同
二
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
。
繊
細
か
つ
緻
密
な
描
写
と
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
豪
華
で
高
度
な
彫
摺
技
術
は
、
他
の
追
随
を
許
さ
な
い
突
出
し
た
出
来
映

え
を
誇
る
。

　

三
部
作
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
同
じ
天
明
期
か
ら
寛
政
二
年
頃
ま
で
、
歌
麿
は
ほ
ぼ
蔦
重
専
属
の
絵
師
で
あ
っ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
一
枚
絵
の
制

作
に
も
力
を
入
れ
、た
と
え
ば
吉
原
俄
に
取
材
し
た
「
青
楼
仁
和
嘉
女
芸
者
部
」「
青
楼
尓
和
嘉
鹿
嶋
踊　

続
」（
い
ず
れ
も
同
三
年
刊
）
な
ど
を
出
し
て
い
る
。

画
風
は
当
時
の
人
気
絵
師
で
あ
る
北
尾
重
政
や
鳥
居
清
長
と
似
て
い
る
部
分
も
あ
る
が
、
安
定
感
の
あ
る
構
図
や
巧
み
な
配
色
、
衣
服
の
緻
密
な
描
写
な
ど
、

絵
師
と
し
て
の
確
か
な
技
量
が
認
め
ら
れ
る
。

　

寛
政
期
を
迎
え
る
と
、
歌
麿
は
本
格
的
に
美
人
画
界
へ
と
参
入
す
る
。
こ
の
決
断
の
背
景
に
は
、
寛
政
の
改
革
に
よ
る
出
版
統
制
か
ら
の
影
響
が
従
来
指
摘
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さ
れ
て
い
る
。
天
明
七
年
よ
り
始
ま
っ
た
寛
政
の
改
革
は
、
享
保
の
改
革
以
来
の
質
素
倹
約
と
公
序
良
俗
を
目
的
と
し
、
当
時
江
戸
の
最
大
メ
デ
ィ
ア
と
し
て

発
達
し
つ
つ
あ
っ
た
浮
世
絵
を
は
じ
め
出
版
物
に
対
し
て
も
様
々
な
規
制
を
か
け
て
ゆ
く
。
改
革
開
始
後
、
出
版
業
に
関
す
る
明
確
な
触
書
が
出
た
の
は
寛
政

二
年
五
月
が
最
初
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
翌
年
に
蔦
重
が
山
東
京
伝
作
の
洒
落
本
『
仕
懸
文
庫
』『
錦
之
裏
』『
娼
妓
絹

』（
い
ず
れ
も
寛
政
三
年
正
月
刊
）
を

出
版
し
た
こ
と
で
身
上
半
減
の
刑
に
処
さ
れ
た
。
表
向
き
に
は
右
記
の
洒
落
本
三
作
が
、
古
い
時
代
に
仮
託
し
て
現
在
の
政
治
を
風
刺
す
る
よ
う
な
内
容
だ
っ

た
た
め
罰
せ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
点
に
関
し
て
中
野
三
敏
氏
は
、
蔦
重
が
改
革
の
進
め
る
倹
約
の
空
気
を
無
視
し
、
統
制
令
の
条
文
に

あ
る
「
花
美
を
尽
し
、
潤
色
を
加
へ
」
た
多
色
摺
狂
歌
本
を
刊
行
し
続
け
た
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
（
註
一
四
）。
実
際
こ
れ
以
降
、
豪
華
狂
歌
本
は
出

版
数
を
減
ら
し
、
寛
政
六
年
の
『
春
の
色
』
ま
で
見
ら
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
法
令
に
よ
っ
て
狂
歌
絵
本
の
制
作
は
困
難
と
な
り
、
歌
麿
に
転
機
が

訪
れ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
筆
禍
事
件
が
発
生
し
た
寛
政
三
年
、
同
年
の
刊
行
と
推
定
さ
れ
る
歌
麿
作
品
は
現
在
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
歌
麿
の
活
動
が

ほ
ぼ
止
ま
っ
て
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

寛
政
四
〜
五
年
頃
か
ら
歌
麿
の
代
名
詞
と
も
い
え
る
「
美
人
大
首
絵
」
の
刊
行
が
始
ま
る
。
種
々
の
美
人
大
首
絵
作
品
は
、
改
革
の
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ

た
蔦
重
と
歌
麿
が
浮
世
絵
界
、
出
版
界
で
巻
き
返
し
を
図
る
た
め
に
講
じ
た
起
死
回
生
の
策
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
絵
の
趣
向
の
面
白
さ

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
描
く
人
数
や
背
景
の
柄
を
少
な
く
し
彫
摺
の
コ
ス
ト
を
下
げ
て
い
る
と
こ
ろ
に
統
制
を
回
避
す
る
工
夫
が
見
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
次

章
で
は
、
歌
麿
が
本
格
的
に
美
人
画
制
作
に
取
り
組
ん
だ
寛
政
期
、
彼
が
蔦
重
と
と
も
に
新
た
な
趣
向
を
考
案
し
て
斯
界
の
第
一
人
者
と
な
っ
た
こ
と
を
、
美

人
大
首
絵
の
揃
物
作
品
お
よ
び
吉
原
を
題
材
と
し
た
揃
物
作
品
を
例
に
論
じ
る
。

三
、
寛
政
期
の
蔦
重
版
の
揃
物
作
品

（
一
）
美
人
大
首
絵

　

美
人
画
は
、
伝
統
的
に
群
像
や
一
人
立
ち
の
形
式
を
と
っ
て
女
性
を
全
身
像
で
描
い
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
像
主
を
三
分
身
か
ら
半
身
で
描
く
大
首
絵
形
式

は
新
味
に
あ
ふ
れ
、
世
に
好
評
を
も
っ
て
受
け
入
れ
ら
れ
た

（
註
一
五
）。
歌
麿
は
、
大
首
絵
形
式
に
よ
る
顔
の
近
接
・
拡
大
と
い
う
描
写
の
特
徴
を
活
か
し
、
表
情
に
繊
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細
な
変
化
を
つ
け
、
仕
種
や
着
衣
、
髪
型
に
か
す
か
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
ま
せ
、
従
来
の
美
人
画
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
喜
怒
哀
楽
の
感
情
を
像
主
に
宿
ら
せ

た
。
そ
う
し
て
可
能
と
な
っ
た
の
が
、
顔
貌
や
姿
態
の
様
子
か
ら
像
主
の
性
格
や
心
理
状
態
を
読
み
取
ら
せ
る
と
い
う
趣
向
で
あ
る
。

　

寛
政
四
〜
五
年
頃
の
「
婦
人
相
学
十
躰
」「
婦
女
人
相
十
品

（
註
一
六
）」
を
例
に
確
認
し
て
み
よ
う
。
両
作
は
、
女
性
を
相（

註
一
七
）
学
的
に
判
断
し
十
種
に
描
き
分
け
る
と
い

う
趣
向
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
署
名
に
「
相
見
歌
麿
画
」
ま
た
は
「
相
觀
歌
麿
考
画
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
歌
麿
が
女
性
の
仕
種
や
化
粧
、
着
衣
な
ど
の

外
見
的
要
素
か
ら
性
格
を
描
き
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
態
に
み
る
女
性
美
を
表
現
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
窺
え
る
。

　
「
婦
人
相
学
十
躰　

浮
気
之
相
」（
図
一
）
に
お
い
て
、
ま
ず
「
浮
気
」
と
は
陽
気
で
派
手
な
性
格
の
こ
と
を
い
い
、
さ
ら
に
は
心
が
浮
つ
い
て
気
が
変
わ
り

や
す
い
こ
と
、
異
性
に
対
し
て
多
情
な
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
の
気
質
を
表
現
す
る
の
に
歌
麿
が
選
択
し
た
の
が
湯
上
が
り
の
場
面
で
あ
る
。
女
性
の
振
り
向

き
ざ
ま
の
体
の
緩
や
か
な
曲
線
や
、
結
い
上
げ
ら
れ
た
髪
か
ら
こ
ぼ
れ
る
後
れ
毛
や
ほ
つ
れ
毛
、
片
肌
が
脱
げ
て
露
わ
に
な
る
胸
元
な
ど
、
女
性
の
色
香
を
示

す
描
写
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
櫛
や
簪
が
貝
髷
に
無
造
作
に
さ
さ
っ
た
様
子
か
ら
は
、
こ
の
女
性
が
細
か
な
こ
と
は
気
に
し
な
い
大
ら
か
な
性
格
で
あ
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

　

寛
政
五
〜
六
年
頃
の
「
歌
撰
恋
之
部
」
で
は
、「
婦
人
相
学
十
躰
」「
婦
女
人
相
十
品
」
で
成
功
し
た
表
情
や
装
い
の
描
き
分
け
を
よ
り
効
果
的
に
行
う
べ
く
、

さ
ら
に
近
接
し
た
三
分
身
像
で
女
性
を
描
い
て
い
る
。
本
作
は
恋
す
る
女
性
の
心
境
と
諸
相
を
描
き
分
け
た
揃
物
で
あ
る
。
外
題
の
歌
撰
と
は「
歌
仙
」と「
歌

を
撰
ぶ
」
を
か
け
た
歌
麿
ま
た
は
蔦
重
の
造
語
で
、
伝
統
的
な
歌
集
の
部
立
、
恋
之
部
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。
シ
リ
ー
ズ
中
、
最
高
傑
作
と
評
さ
れ
る
「
物
思

恋
」（
図
二
）
は
、
島
田
く
ず
し
に
結
っ
た
女
性
が
頬
杖
を
つ
き
、
画
面
右
に
遠
く
視
線
を
投
げ
て
い
る
図
で
あ
る
。
子
ど
も
を
持
っ
た
証
と
し
て
眉
を
剃
り

落
と
し
て
お
り
、
そ
の
表
情
は
掴
み
に
く
い
。
し
か
し
、
細
め
ら
れ
た
目
や
引
き
結
ば
れ
た
口
、
今
に
も
頭
か
ら
落
ち
そ
う
な
簪
の
様
子
か
ら
、
女
性
が
深
く

物
思
い
に
耽
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
既
婚
者
が
す
る
恋
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。
小
林
忠
氏
は
、
着
物
に
あ
し
ら
わ
れ
た
吹
雪
に
千

鳥
模
様
に
着
目
し
、
不
倫
の
想
い
に
泡
立
つ
女
性
の
心
模
様
を
読
み
取
っ
て
い
る
（
註
一
八
）。
画
面
に
漂
う
物
憂
げ
な
雰
囲
気
は
、
ま
さ
に
道
な
ら
ぬ
恋
に
よ
る
も
の
と

解
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
歌
麿
は
、
蔦
重
と
と
も
に
考
案
し
た
美
人
大
首
絵
の
特
徴
を
最
大
限
に
利
用
し
、
女
性
の
心
の
機
微
と
そ
の
美
し
さ
ま
で
描

出
し
て
一
躍
、
美
人
画
界
の
覇
者
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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（
二
）
吉
原
を
題
材
と
し
た
揃
物
作
品

　
【
表
一
】
は
、
寛
政
期
に
刊
行
さ
れ
た
歌
麿
美
人
画
か
ら
蔦
重
版
の
主
要
な
揃
物
を
抽
出
し
、
制
作
年
代
順
に
掲
載
し
た
リ
ス
ト
で
あ
る
。
本
リ
ス
ト
は
、

筆
者
が
画
集
や
図
録
、
国
内
外
の
美
術
館
・
博
物
館
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
か
ら
収
集
し
た
歌
麿
作
品
の
情
報
を
基
に
作
成
し
た
。
こ
こ
か
ら
読
み
取
れ
る
こ
と

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

ま
ず
蔦
重
版
の
揃
物
作
品
の
総
数
は
、
揃
物
単
位
で
計
一
四
件
、
図
様
単
位
で
計
八
五
点
で
あ
る
。
各
作
品
の
主
題
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
当
時
流
行
の
相
学
を

取
り
入
れ
た
も
の
、
町
家
の
日
常
風
景
を
捉
え
た
も
の
、
吉
原
の
遊
女
や
風
俗
を
描
い
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
絵
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
女
性
の
属
性
を

分
類
す
る
と
、
特
定
の
芸
者
や
評
判
娘
を
含
む
遊
女
で
は
な
い
市
井
の
女
性
た
ち
と
、
遊
女
や
廓
芸
者
を
含
む
吉
原
関
係
者
た
ち
の
二
種
に
大
別
で
き
る
。

　

前
者
の
市
井
の
女
性
を
描
い
た
揃
物
は
、
№
1
「
婦
人
相
学
十
躰
／
婦
女
人
相
十
品
」（
八
点
）、
№
4
〈
狂
歌
入
り
評
判
娘
図
〉（
二
点
）、
№
7
「
歌
撰
恋

之
部
」（
五
点
）、
№
10
〈
狂
歌
入
り
美
人
図
〉（
二
点
）、
№
11
「
霞
織
娘
雛
形
」（
三
点
）、
№
13
「
風
俗
浮
世
八
景
」（「
傾
城
の
秋
の
月
」
を
除
い
た
七
点
）、

№
14
「
婦
人
職
人
分
類
」（
五
点
）
の
計
七
件
が
確
認
で
き
、
図
様
ご
と
の
総
数
は
三
二
点
と
な
る
。

　

一
方
、
後
者
の
吉
原
関
係
の
女
性
た
ち
を
描
い
た
揃
物
は
、
№
2
「
六
玉
川
」（
六
点
）、
№
3
〈
高
級
遊
女
集
〉（
八
点
）、
№
5
〈
遊
女
三
幅
対
〉（
三
点
）、

№
8
「
青
楼
十
二
時
」（
一
二
点
）、№
9
「
名
取
酒
六
家
選
」（
六
点
）、№
12
「
吉
原
仁
和
嘉
」（
一
二
点
）
の
計
六
件
で
、図
様
と
し
て
は
計
四
七
点
と
な
る
。

№
13
‐
4
「
風
俗
浮
世
八
景　

傾
城
の
秋
の
月
」
は
、
揃
物
全
体
の
趣
向
と
し
て
は
さ
ま
ざ
ま
な
身
分
、
職
業
の
女
性
の
日
常
風
景
を
題
材
と
し
て
い
る
が
、

本
図
に
関
し
て
は
吉
原
を
舞
台
と
し
、
遊
女
を
モ
デ
ル
と
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
本
図
も
先
の
図
様
別
の
総
数
に
加
え
る
と
す
る
と
計
四
八
点
と
な
り
、
蔦
重

版
の
揃
物
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
№
6
「
当
世
踊
子
揃
」
は
、
モ
デ
ル
が
廓
芸
者
か
市
井
の
町
芸
者
か
判
然
と
し
な
い
。
だ

が
、
浅
野
秀
剛
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
（
註
一
九
）、
蔦
重
と
吉
原
と
の
深
い
つ
な
が
り
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
廓
芸
者
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
仮
に
、

全
五
図
か
ら
な
る
本
シ
リ
ー
ズ
も
吉
原
が
舞
台
の
作
品
と
捉
え
る
と
、
吉
原
を
題
材
と
し
た
揃
物
は
計
七
件
、
五
二
点
と
な
り
、
全
体
数
に
対
し
て
の
比
率
が

六
割
以
上
に
上
る
。

　

さ
ら
に
、
六
件
（
№
6
を
含
め
る
な
ら
七
件
）
あ
る
吉
原
関
連
の
揃
物
中
、
四
件
に
入
銀
物
の
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
も
蔦
重
版
の
大
き
な
特

徴
で
あ
る
。
入
銀
物
と
は
、
版
元
が
あ
ら
か
じ
め
出
資
者
か
ら
金
銭
を
受
け
取
り
制
作
す
る
浮
世
絵
の
こ
と
を
い
う

（
註
二
〇
）。
先
学
が
た
び
た
び
指
摘
し
て
い
る
よ
う
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に
、
こ
の
出
資
者
に
は
妓
楼
や
狂
歌
師
、
大
店
の
商
家
ら
が
就
く
場
合
が
多
い
。

　
【
表
一
】
で
入
銀
物
と
考
え
ら
れ
る
作
品
は
、
№
2
「
六
玉
川
」、
№
3
〈
高
級
遊
女
集
〉、
№
5
〈
遊
女
三
幅
対
〉、
№
9
「
名
取
酒
六
家
選
」
で
あ
る
。
い

ず
れ
の
図
に
も
、
実
在
す
る
高
級
遊
女
が
名
前
入
り
で
描
か
れ
て
い
る
た
め
、
彼
女
た
ち
の
所
属
先
の
妓
楼
が
宣
伝
を
兼
ね
た
錦
絵
を
制
作
す
る
よ
う
蔦
重
に

依
頼
し
た
と
推
察
さ
れ
る
。
あ
る
い
は
、
№
2
、
3
、
5
に
狂
歌
讃
が
入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
狂
歌
師
た
ち
が
出
資
者
と
な
っ
た
可
能
性
も
あ
る
だ
ろ
う
。
蔦
重

が
、飛
ぶ
鳥
を
落
と
す
勢
い
の
歌
麿
人
気
と
自
身
の
吉
原
の
出
自
を
利
用
し
た
企
画
を
次
々
に
成
功
さ
せ
て
い
た
こ
と
が
、【
表
一
】
の
分
析
か
ら
明
白
と
な
っ
た
。

　

歌
麿
と
蔦
重
は
、
吉
原
を
題
材
と
し
た
美
人
画
に
お
い
て
も
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
そ
れ
が
№
8
「
青
楼
十
二
時　

続
」
で
あ
る
。
本
作
は
、
遊
女

の
一
日
を
追
い
、
二
時
間
ご
と
の
日
常
風
景
を
描
い
た
全
十
二
点
の
揃
物
で
あ
る
。
全
体
の
四
分
の
三
に
あ
た
る
八
点
に
お
い
て
、
身
支
度
や
休
憩
な
ど
普
段

客
の
前
で
は
決
し
て
見
せ
な
い
遊
女
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
シ
リ
ー
ズ
中
最
も
有
名
な
「
丑
ノ
刻
」（
図
三
）
は
、
午
前
二
時
頃
の
場
面
を

捉
え
た
図
で
あ
る
。
遊
女
が
右
手
に
懐
紙
を
、
左
手
に
紙
燭
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
用
を
足
し
に
厠
へ
向
か
う
途
中
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
下

に
落
と
さ
れ
た
遊
女
の
視
線
や
、
ひ
っ
く
り
返
っ
た
草
履
を
履
こ
う
と
す
る
足
元
の
覚
束
な
さ
が
、
彼
女
が
床
か
ら
起
き
出
し
た
ば
か
り
で
夢
う
つ
つ
の
状
態

で
あ
る
こ
と
を
そ
れ
と
な
く
表
現
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
遊
女
の
私
生
活
を
垣
間
見
る
と
い
う
趣
向
は
、
過
去
の
美
人
画
作
品
に
は
見
出
せ
な
い
。
先
述
の

と
お
り
、
本
シ
リ
ー
ズ
に
見
ら
れ
る
着
想
は
、
山
東
京
伝
作
・
画
『
錦
之
裏
』
か
ら
得
て
い
る
こ
と
が
大
久
保
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
小

さ
く
モ
ノ
ク
ロ
だ
っ
た
絵
の
世
界
を
、
色
鮮
や
か
な
錦
絵
と
し
て
も
う
一
度
、
蘇
ら
せ
よ
う
と
い
う
発
想
に
、
蔦
重
と
歌
麿
の
手
腕
が
見
て
取
れ
る
。

　

以
上
、
蔦
重
版
の
歌
麿
揃
物
作
品
の
特
色
を
形
式
面
や
主
題
面
に
着
目
し
て
確
認
し
、
蔦
重
と
歌
麿
が
両
面
に
お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
新
機
軸
を
打
ち
出
し
て

い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
寛
政
五
〜
六
年
頃
の
歌
麿
の
蔦
重
版
揃
物
は
、
作
品
と
し
て
高
い
質
を
誇
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
寛
政
七
年
頃
に
な
る
と
一
転

し
、
そ
の
独
自
性
が
薄
れ
て
し
ま
う
。

　
【
表
一
】
を
確
認
す
る
と
、
寛
政
七
年
頃
は
№
12
「
吉
原
仁
和
嘉
」、
№
13
「
風
俗
浮
世
八
景
」、
№
14
「
婦
人
職
人
分
類
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
上
記
三

作
に
共
通
す
る
の
が
、
二
〜
三
人
以
上
の
複
数
の
人
物
を
全
身
像
で
一
画
面
に
描
い
て
い
る
点
、
ま
た
判
型
が
や
や
小
ぶ
り
の
間
判
サ
イ
ズ
を
用
い
て
い
る
点

で
あ
る
。
こ
う
し
た
形
式
、
判
型
を
用
い
た
こ
と
で
、
№
1
「
婦
人
相
学
十
躰
／
婦
女
人
相
十
品
」
や
№
7
「
歌
撰
恋
之
部
」
で
見
た
像
主
の
豊
か
で
繊
細
な

表
情
も
、
№
8
「
青
楼
十
二
時　

続
」
で
示
し
た
女
性
の
姿
態
美
も
表
現
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
。
そ
し
て
、
寛
政
八
年
に
は
目
立
っ
た
揃
物
の
刊
行
が
な
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く
な
り
、
そ
の
状
態
の
ま
ま
蔦
重
が
没
す
る
同
九
年
を
迎
え
る
。

四
、
蔦
重
以
外
の
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
揃
物
作
品

　

歌
麿
と
蔦
重
の
錦
絵
制
作
が
最
も
充
実
し
て
い
た
の
は
、
前
章
で
述
べ
た
と
お
り
寛
政
五
〜
六
年
頃
で
、
同
七
年
頃
以
降
は
そ
れ
以
前
の
意
欲
的
な
作
品
が

見
ら
れ
な
く
な
る
。
一
方
、
蔦
重
と
の
距
離
が
で
き
は
じ
め
た
丁
度
こ
の
頃
か
ら
、
歌
麿
に
蔦
重
以
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
版
元
か
ら
作
画
依
頼
が
入
る
よ
う
に
な

り
、
歌
麿
ら
し
い
芸
術
性
の
高
い
作
品
を
い
く
つ
も
制
作
し
て
ゆ
く
。
本
章
で
は
、
歌
麿
が
蔦
重
以
外
の
版
元
（
以
下
、
他
版
元
と
す
る
）
か
ら
刊
行
し
た
揃

物
を
主
題
面
と
技
法
面
か
ら
分
析
す
る
。

　

ま
ず
、
主
題
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。
歌
麿
は
、
寛
政
後
期
よ
り
女
性
の
日
常
生
活
を
題
材
に
し
た
作
品
を
多
く
手
が
け
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
最
初
期
の
作

品
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
が
、寛
政
六
〜
七
年
頃
、上
村
与
兵
衛
の
元
か
ら
出
さ
れ
た
無
題
の
美
人
風
俗
図
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。〈
髪
結
い
〉〈
指
差
し
〉〈
口
紅
〉

〈
幌
蚊
帳
〉〈
金
魚
〉
の
大
判
錦
絵
五
点
か
ら
な
る
。
同
じ
く
上
村
与
兵
衛
版
で
日
常
を
題
材
と
し
た
作
品
に
、
二
枚
続
〈
台
所
〉
と
三
枚
続
〈
針
仕
事
〉
が
あ

る
。
上
記
二
作
品
は
、
複
数
枚
の
絵
を
並
列
し
て
一
画
面
を
つ
く
る
「
続
絵
」
と
い
う
形
式
の
作
品
で
あ
る
。
先
の
五
点
と
は
形
式
が
異
な
る
が
、
題
材
お
よ

び
黄
潰
し
に
処
理
し
た
背
景
が
共
通
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
上
村
与
兵
衛
版
の
無
題
の
美
人
風
俗
図
と
シ
リ
ー
ズ
を
同
じ
く
す
る
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
本
連

作
に
は
、
子
ど
も
を
持
つ
母
の
姿
が
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
以
後
こ
の
モ
デ
ル
は
歌
麿
の
美
人
画
の
定
番
と
な
っ
て
繰
り
返
し
描
か
れ
る
こ
と
と
な
る
。

　

美
人
大
首
絵
で
は
、
寛
政
六
〜
七
年
頃
の
伊
勢
孫
版
「
北
国
五
色
墨
」
が
白
眉
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
本
作
の
特
徴
は
、
吉
原
に
身
を
置
く
諸
階
級
の
女

性
を
、表
情
や
姿
態
の
違
い
を
捉
え
て
描
き
分
け
て
い
る
点
で
あ
る
。「
川
岸
」（
図
四
）「
て
つ
ぽ
う
」「
切
の
娘
」「
お
い
ら
ん
」「
芸
妓
」
の
五
点
か
ら
な
る
。

こ
の
う
ち
最
初
の
三
点
は
下
級
遊
女
が
モ
デ
ル
と
な
っ
て
い
る
。
高
位
の
遊
女
を
描
く
の
が
一
般
的
で
あ
る
遊
女
絵
に
お
い
て
、
揃
物
の
半
数
以
上
が
下
級
遊

女
の
図
と
い
う
極
め
て
異
色
の
シ
リ
ー
ズ
で
あ
る
。
揃
物
中
、
最
も
評
価
が
高
い
の
が
「
川
岸
」
の
図
で
、
吉
原
の
東
西
に
あ
る
河
岸
見
世
の
下
級
遊
女
を
描

い
て
い
る
。
大
き
く
は
だ
け
た
胸
元
か
ら
乳
房
が
片
方
露
わ
に
な
っ
て
お
り
、
ふ
し
だ
ら
な
印
象
を
受
け
る
。
そ
の
一
方
、
口
に
楊
枝
を
く
わ
え
、
釣
り
上
が

り
気
味
の
目
で
き
っ
と
前
を
見
据
え
る
そ
の
姿
に
は
、
過
酷
な
環
境
の
な
か
で
も
強
く
生
き
る
女
の
た
く
ま
し
さ
が
見
て
取
れ
る
。
本
図
に
は
、
各
人
が
属
す
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る
社
会
や
階
級
の
特
徴
が
的
確
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
あ
る
種
の
実
録
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
漂
う
画
面
に
、歌
麿
の
鋭
い
洞
察
力
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

次
に
、
技
法
面
に
つ
い
て
で
あ
る
。【
表
二
】
は
、
筆
者
が
寛
政
期
に
歌
麿
が
他
版
元
か
ら
刊
行
し
た
主
要
な
揃
物
作
品
を
制
作
年
代
順
に
並
べ
た
リ
ス
ト

で
あ
る
。
こ
こ
に
挙
げ
た
作
品
の
多
く
に
、
木
版
の
高
度
な
彫
摺
技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
具
体
例
を
、
ま
ず
№
11
「
娘
日
時
計
」（
村
田
屋
治
郎
兵

衛
版
）
の
う
ち
「
午
ノ
刻
」（
図
五
）
で
確
認
す
る
。
本
図
は
、
湯
上
り
の
女
性
を
捉
え
た
も
の
で
あ
る
。
画
面
右
下
に
座
り
込
む
女
性
は
、
口
に
ぬ
か
袋
を

く
わ
え
て
手
拭
を
絞
っ
て
い
る
。
左
の
女
性
は
、
貝
髷
と
い
う
風
呂
に
入
る
際
な
ど
に
す
る
簡
易
的
な
髷
に
結
い
、
手
拭
で
首
筋
を
拭
っ
て
い
る
。
歌
麿
は
、

湯
上
り
の
女
性
の
柔
肌
を
表
現
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
体
の
輪
郭
線
に
墨
線
を
用
い
ず
、
色
面
の
み
で
表
す
無
線
摺
の
手
法
を
用
い
て
い
る
。
顔
の
輪
郭
線
は
、

一
面
黄
色
の
背
景
か
ら
顔
の
部
分
の
み
地
の
白
を
摺
り
残
す
こ
と
で
表
現
し
、
唇
は
朱
線
で
そ
の
輪
郭
線
を
と
っ
て
い
る
。
加
え
て
、
右
下
の
女
性
の
は
だ
け

た
胸
元
に
は
無
線
空
摺
を
施
し
、
乳
房
の
輪
郭
線
を
紙
の
凹
凸
の
み
で
表
し
て
い
る
。

　

朱
線
で
顔
の
輪
郭
線
を
引
く
手
法
は
、
№
13
「
青
楼
七
小
町
」（
図
六
）
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
本
作
に
は
さ
ら
に
「
八
重
毛
」
と
い
う
高
度
な
彫
の

技
術
も
施
さ
れ
て
い
る
。
八
重
毛
と
は
、
櫛
の
梳
き
跡
ま
で
表
す
髪
の
生
え
際
の
彫
で
あ
る
。
生
え
際
の
彫
自
体
、「
毛
割
」
と
い
う
繊
細
で
緻
密
な
彫
の
技

術
が
必
要
と
さ
れ
る
た
め
、
彫
師
の
中
で
も
頭
彫
と
呼
ば
れ
る
師
匠
格
の
職
人
が
担
当
す
る
。
生
え
際
を
す
っ
と
真
っ
直
ぐ
に
彫
る
「
通
し
毛
」
と
比
べ
、
八

重
毛
は
顔
周
り
に
飾
り
を
つ
け
た
か
の
よ
う
な
華
や
か
さ
を
出
す
効
果
が
あ
る
。【
表
二
】
を
確
認
す
る
と
、
八
重
毛
が
寛
政
七
年
頃
か
ら
施
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
判
明
し
、
当
該
期
以
降
、
毎
年
多
数
の
八
重
毛
の
入
っ
た
美
人
画
が
制
作
さ
れ
て
い
る
の
が
明
白
で
あ
る
。

　

無
線
摺
に
よ
る
肌
の
表
現
や
細
や
か
に
生
え
際
を
彫
る
八
重
毛
の
技
法
は
、
寛
政
七
年
以
前
の
歌
麿
作
品
に
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
蔦
重
版
に
も
見

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
い
ず
れ
の
表
現
も
寛
政
七
年
頃
を
境
に
登
場
し
た
の
か
。
筆
者
は
、
他
版
元
が
歌
麿
美
人
画
の
新
た
な
魅
力
を
打
ち
出
す

た
め
に
考
案
し
た
可
能
性
に
加
え
、
歌
麿
作
品
の
制
作
に
お
い
て
充
実
の
内
容
を
見
せ
る
蔦
重
に
対
し
て
、
他
版
元
が
技
術
で
対
抗
し
よ
う
と
し
た
可
能
性
を

提
案
し
た
い
。
歌
麿
と
蔦
重
と
の
距
離
が
開
き
は
じ
め
た
時
期
と
、目
新
し
い
彫
摺
技
法
が
次
々
に
登
場
し
た
時
期
が
重
な
る
の
は
、そ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
っ

た
か
ら
と
推
察
す
る
（
註
二
一
）。
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お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
歌
麿
の
浮
世
絵
師
と
し
て
の
地
位
を
確
固
た
る
も
の
と
し
た
蔦
重
版
作
品
に
着
目
し
、
揃
物
の
単
位
で
分
析
を
行
い
、
そ
の
特
色
を
明
ら
か
と

し
た
。
歌
麿
は
寛
政
期
、
蔦
重
と
と
も
に
美
人
大
首
絵
を
考
案
し
た
ほ
か
、
作
品
の
外
題
や
像
主
の
表
情
、
仕
種
な
ど
を
手
掛
か
り
に
絵
を
読
み
解
く
新
た
な

趣
向
を
編
み
出
し
た
。
そ
う
し
た
趣
向
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
の
が
、
伝
統
的
な
美
人
画
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
生
き
生
き
と
し
た
女
性
像
で
あ
る
。
市
井
の
女

性
か
ら
吉
原
遊
郭
と
い
う
特
殊
な
環
境
の
中
で
生
き
る
遊
女
ま
で
、
歌
麿
は
親
し
み
の
持
て
る
卑
近
的
な
姿
で
描
出
し
た
。
し
か
し
、
寛
政
七
年
頃
に
な
る
と

蔦
重
版
作
品
の
質
に
変
化
が
表
れ
、
そ
れ
ま
で
の
繊
細
か
つ
豊
か
な
表
現
の
美
人
画
が
見
ら
れ
な
く
な
る
。
そ
し
て
、
蔦
重
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
、
他
版
元

か
ら
歌
麿
の
芸
術
性
の
高
い
美
人
画
が
刊
行
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
芸
術
性
を
大
い
に
支
え
た
も
の
に
高
度
な
彫
摺
技
術
が
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。

　

寛
政
七
〜
八
年
頃
、
近
江
屋
権
九
郎
か
ら
刊
行
さ
れ
た
【
表
二
】
№
18
「
五
人
美
人
愛
敬
競
」
の
う
ち
「
兵
庫
屋
花
妻
」
の
画
中
に
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が

書
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

　
　

 

人
ま
ね
き
ら
い
、
し
き
う
つ
し
な
し
。
自
力
画
師
哥
麿
が
筆
に
御
面
ざ
し
を
認
め
も
ら
い
参
ら
せ
候
へ
ハ
、
こ
ひ
し
き
節
ハ
御
け
ん
の
心
に
て
な
か
め
参

ら
せ
候
。
さ
な
か
ら
御
面
か
け
の
こ
と
く
心
う
こ
き
参
ら
せ
候
て
、
誠
ニ
美
人
画
ハ
哥
子
ニ
と
ゝ
め
参
ら
せ
候
。（
句
読
点
は
筆
者
に
よ
る
）

　

そ
の
内
容
か
ら
歌
麿
自
身
に
よ
る
言
葉
で
あ
る
と
一
般
的
に
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
み
る
歌
麿
の
自
負
や
自
尊
心
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
蔦
重
と
の
歩
み
の

な
か
で
生
ま
れ
て
き
た
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
歌
麿
が
そ
れ
を
誇
示
し
た
の
は
、
別
の
版
元
か
ら
刊
行
さ
れ
た
作
品
で
の
こ
と
だ
っ
た
。
そ
れ
は
な
ぜ
か
。
理

由
を
明
確
に
示
す
資
料
は
現
在
確
認
さ
れ
て
い
な
い
が
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
推
察
す
る
。
す
な
わ
ち
、
歌
麿
が
公
私
と
も
に
支
え
と
し
て
き
た
蔦
重
か
ら
独

立
し
た
こ
と
を
契
機
に
、
心
機
一
転
、
独
自
の
絵
師
人
生
を
歩
も
う
と
し
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
強
い
思
い
は
、
寛
政
七
〜
八
年
頃
の
落
款
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。【
表
二
】
の
№
13
「
青
楼
七
小
町
」、
№
17
〈
恋
歌
集　

寄
農
婦
恋
〉
お

よ
び
〈
寄
辻
君
恋
〉、
№
18
「
五
人
美
人
愛
敬
競
」
に
は
、
画
中
に
「
正
銘
哥
麿
筆
」
の
落
款
と
「
本
家
」
と
記
さ
れ
た
印
章
が
確
認
さ
れ
る
。
先
学
は
、
歌
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麿
が
自
身
の
人
気
に
乗
じ
た
亜
流
絵
師
を
牽
制
す
る
た
め
に
、
こ
の
落
款
・
印
章
を
用
い
た
と
言
及
し
て
い
る

（
註
二
二
）。
し
か
し
筆
者
は
、
そ
の
使
用
時
期
が
寛
政
七

〜
八
年
頃
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。
繰
り
返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
頃
は
ま
さ
に
歌
麿
が
蔦
重
と
の
距
離
を
置
い

た
時
期
で
あ
る
。
蔦
重
と
い
う
大
き
な
存
在
か
ら
離
れ
る
こ
と
を
決
意
し
た
歌
麿
が
、
蔦
重
の
手
腕
を
借
り
ず
と
も
斯
界
の
第
一
人
者
で
あ
り
続
け
る
こ
と
を

誓
い
、
こ
の
「
正
銘
」「
本
家
」
の
落
款
・
印
章
を
使
用
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
実
際
、
歌
麿
は
以
前
に
も
同
じ
よ
う
な
場
面
で
、
心
機
一
転
を
感
じ

さ
せ
る
印
章
を
使
用
し
た
こ
と
が
あ
る
。『
絵
本
譬
喩
節
』
お
よ
び
『
潮
干
の
つ
と
』
は
、
歌
麿
の
単
独
作
画
に
よ
る
絵
入
狂
歌
本
で
あ
る
。
両
作
と
も
、
師

の
石
燕
が
亡
く
な
っ
た
翌
年
の
寛
政
元
年
頃
に
刊
行
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
刊
記
に
は
「
画
工　

北
川
歌
麿
図
」
の
署
名
と
「
自
成
一
家
」
の
印
章

が
確
認
さ
れ
る
。
自
ら
の
力
で
一
家
を
成
し
、
独
自
の
世
界
を
創
造
す
る
の
だ
と
い
う
気
概
が
ま
さ
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
他
版
元
の
歌
麿
作
品
の
分
析
を
さ
ら
に
進
め
る
と
と
も
に
、
同
時
代
の
絵
師
の
動
向
や
寛
政
の
改
革
か
ら
の
影
響
も
併
せ
て
調
査
し
、
歌
麿
の
画
業

を
総
合
的
に
研
究
し
て
い
き
た
い
。

註

（
註
一
）
近
年
、
隠
岐
由
紀
子
氏
に
よ
り
全
文
和
訳
さ
れ
た
書
籍
が
刊
行
さ
れ
た
。『
歌
麿
』（
平
凡
社
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
註
二
）
風
間
書
店
、
一
九
六
四
年
。

（
註
三
） 『
在
外
秘
宝　

喜
多
川
歌
麿
』（
学
習
研
究
社
、
一
九
七
三
年
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
キ
ー
ズ
編
「
喜
多
川
歌
麿
作
品
目
録
」
を
収
録
）、『
浮
世
絵
大
系
』
第
五
・
六
巻
（
一
九
七
五
年
、

集
英
社
）、『
浮
世
絵
聚
花　

ボ
ス
ト
ン
美
術
館
3
』（
小
学
館
、
一
九
七
八
年
、
編
集
部
編
「
喜
多
川
歌
麿
作
品
目
録
」
を
収
録
）、『
原
色
浮
世
絵
大
百
科
事
典
』
第
七
巻
（
大

修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
）
な
ど
。

（
註
四
） 

浅
野
氏
に
先
行
し
て
歌
麿
の
編
年
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
に
、
鈴
木
重
三
「
資
料
に
た
ど
る
歌
麿
の
画
業
と
生
涯
」（『
絵
本
と
浮
世
絵
』
所
収
、
美
術
出
版
社
、
一
九
七
九
年
）

が
あ
る
。
同
氏
は
、
寛
政
年
間
に
発
布
さ
れ
た
出
版
統
制
令
と
歌
麿
作
品
と
の
影
響
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。

（
註
五
） 

蔦
重
の
版
元
と
し
て
の
活
動
を
ま
と
め
た
書
籍
と
し
て
、松
木
寛
『
蔦
屋
重
三
郎　

江
戸
芸
術
の
演
出
者
』（
講
談
社
、二
〇
〇
二
年
）、鈴
木
俊
幸
『
新
版　

蔦
屋
重
三
郎
』（
平
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凡
社
、
二
〇
一
二
年
）、
展
覧
会
図
録
『
歌
麿
・
写
楽
の
仕
掛
け
人　

そ
の
名
は
蔦
屋
重
三
郎
』（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
註
六
） 

本
稿
で
は
、
蔦
重
版
「
青
楼
十
二
時
」
が
山
東
京
伝
の
洒
落
本
『
錦
之
裏
』
を
着
想
源
と
し
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
両
作
に
描
か
れ
た
和
時
計
の
意
匠
や
時
間
の

経
過
を
追
っ
て
場
面
描
写
を
す
る
手
法
の
類
似
性
が
高
い
こ
と
、『
錦
之
裏
』
が
蔦
重
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
歌
麿
が
京
伝
の
私
生
活
も
あ
る
程
度
知
っ
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
と
し
て
い
る
。『M

U
SEU

M

』
第
四
六
二
号
（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
九
八
九
年
）。

（
註
七
） 「「
北
国
五
色
墨
」
の
虚
と
実
」（
浅
野
秀
剛
・
吉
田
伸
之
編
『
浮
世
絵
を
読
む
2　

歌
麿
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
八
年
所
収
）。
ま
た
、
論
考
で
は
な
い
が
揃
物
に
特
化
し
た

画
集
と
し
て
、
山
口
桂
三
郎
編
『
名
品
揃
物
浮
世
絵
3　

歌
麿
Ⅰ
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
一
九
九
一
年
）、
小
林
忠
編
『
名
品
揃
物
浮
世
絵
4　

歌
麿
Ⅱ
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、

一
九
九
二
年
）
が
あ
る
。

（
註
八
） 

明
和
七
年
（
一
七
七
〇
）
刊
の
歳
旦
集
『
ち
よ
の
は
る
』
に
「
少
年　

石
要
画
」
と
署
名
さ
れ
た
歌
麿
の
挿
絵
が
あ
る
こ
と
に
よ
る
。
石
要
と
は
、
師
の
鳥
山
石
燕
か
ら
一
字

も
ら
っ
て
付
け
ら
れ
た
歌
麿
最
初
期
の
画
号
で
あ
る
。
昭
和
七
年
当
時
、
歌
麿
が
少
年
（
少
な
く
と
も
元
服
前
の
一
四
歳
程
度
）
だ
っ
た
こ
と
と
な
り
、
逆
算
し
て
宝
暦
中
期

頃
の
生
ま
れ
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
鈴
木
俊
幸
「
歌
麿
の
初
筆
と
生
年
に
つ
い
て
」（『
書
誌
学
月
報
』
第
三
〇
号
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
七
年
）。

（
註
九
） 

星
野
朝
陽
「
歌
麿
の
墓
所
及
過
去
帳
発
見
の
由
来　

一
〜
七
」『
浮
世
絵
』
第
二
七
〜
三
七
号
（
浮
世
絵
社
、
一
九
一
七
〜
一
八
年
）。

（
註
一
〇 

）「
心
に
生
を
う
つ
し
筆
に
骨
法
を
畫
ハ
画
法
に
し
て
、
今
門
人
哥
麿
か
著
す
虫
中
の
生
を
写
す
ハ
是
心
画
な
り
。
哥
子
幼
昔
物
事
に
細
成
か
、
た
ゝ
戯
れ
に
秋
津
虫
を
繋
き
は

た
は
た
蟋
蟀
を
掌
に
乗
せ
遊
ひ
て
、
余
念
な
し
。
即
其
生
を
む
さ
ほ
ら
ん
こ
と
を
恐
れ
て
あ
ま
た
ゝ
ひ
い
ま
し
め
し
に
、
今
の
筆
策
誠
に
業
の
徳
を
か
ゝ
や
か
せ
…
…
」（
句
読

点
は
筆
者
に
よ
る
）。

（
註
一
一 

）
石
燕
の
俗
称
「
豊
房
」
か
ら
一
字
と
っ
て
作
ら
れ
た
画
号
と
考
え
ら
れ
る
。
肉
筆
画
「
福
禄
寿
三
星
」（
寛
政
中
期
、
絹
本
着
色
一
幅
、
日
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵
）
に
「
歌
麻

呂
源
豊
章
圖
」
の
落
款
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
歌
麿
と
豊
章
は
同
一
人
物
と
考
定
さ
れ
て
い
る
。

（
註
一
二 

）
天
明
期
に
お
け
る
狂
歌
の
流
行
と
そ
れ
を
受
け
て
の
蔦
重
の
版
元
活
動
に
つ
い
て
は
、
鈴
木
俊
幸
「
狂
歌
界
の
動
向
と
蔦
屋
重
三
郎
」（『
新
版　

蔦
屋
重
三
郎
』
平
凡
社
、

二
〇
一
二
年
、
一
五
七
〜
一
九
七
頁
）
に
詳
し
い
。

（
註
一
三
）
松
木
寛
『
蔦
屋
重
三
郎　

江
戸
芸
術
の
演
出
者
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
八
四
頁
）。

（
註
一
四
）
中
野
三
敏
「
文
化
面
に
お
け
る
寛
政
の
改
革
」（『
日
本
の
近
世
12　

文
学
と
美
術
の
成
熟
』
中
央
公
論
社
、
一
九
九
三
年
、
六
九
頁
お
よ
び
七
二
頁
）。
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（
註
一
五 

）
大
首
絵
形
式
は
、
役
者
絵
に
お
い
て
先
行
し
て
導
入
さ
れ
て
い
た
。
天
明
八
年
か
ら
寛
政
一
〜
二
年
頃
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
、
勝
川
春
好
に
よ
る
一
七
枚
の
役
者
大
首
絵
シ

リ
ー
ズ
は
、
そ
の
先
駆
け
と
し
て
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
大
首
絵
の
形
式
を
と
る
美
人
画
は
、
歌
麿
以
前
に
春
章
の
肉
筆
画
な
ど
に
既
に
見
ら
れ
る
が
、
本
格
的
に
一
枚
絵
に
導

入
し
販
売
し
た
の
は
歌
麿
作
品
が
最
初
期
で
あ
る
。

（
註
一
六 

）
い
ず
れ
も
寛
政
四
〜
五
年
刊
の
揃
物
で
、
い
ず
れ
か
が
先
に
刊
行
さ
れ
途
中
か
ら
改
題
し
た
と
い
う
説
と
、
も
と
も
と
別
シ
リ
ー
ズ
で
あ
っ
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
展
覧
会
図

録
『
喜
多
川
歌
麿
展
』
図
五
六
の
解
説
参
照
。
同
書
、
解
説
編
（
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
、
一
九
九
五
年
、
一
〇
〇
頁
）。

（
註
一
七
）
相
学
と
は
、
人
相
や
手
相
な
ど
か
ら
そ
の
人
の
性
格
や
運
命
を
判
じ
る
学
問
の
こ
と
で
、
寛
政
当
時
流
行
し
て
い
た
。

（
註
一
八
）
小
林
忠
・
大
久
保
純
一
『
浮
世
絵
の
鑑
賞
基
礎
知
識
』（
至
文
堂
、
二
〇
〇
〇
年
、
一
二
七
頁
）。

（
註
一
九
）
展
覧
会
図
録
『
喜
多
川
歌
麿
展
』
の
図
一
二
九
の
解
説
を
参
照
。
同
書
、
解
説
編
（
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
、
一
九
九
五
年
、
一
二
九
頁
）。

（
註
二
〇 

）
江
戸
時
代
最
大
の
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
役
割
を
果
た
し
た
浮
世
絵
に
は
、
商
品
広
告
的
な
機
能
が
見
ら
れ
る
。
画
中
に
化
粧
品
や
名
産
品
な
ど
を
描
き
添
え
る
こ
と
で
、
宣
伝
効

果
を
果
た
す
作
品
が
多
数
確
認
さ
れ
て
い
る
。
藤
澤
紫
「
浮
世
絵
の
美
人　

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
機
能
」（『
浮
世
絵
芸
術
』
一
五
五
号
、
国
際
浮
世
絵
学
会
、
二
〇
〇
八
年
）。

（
註
二
一 

）
各
種
の
彫
摺
技
法
の
う
ち
、
蔦
重
版
の
歌
麿
作
品
で
は
確
認
さ
れ
る
が
他
版
元
の
作
品
で
は
ほ
と
ん
ど
類
例
の
な
い
も
の
に
、
雲
母
摺
に
よ
る
背
景
一
面
の
処
理
（
以
下
、
雲

母
地
と
す
る
）
が
あ
る
。
雲
母
摺
と
は
、
光
沢
の
あ
る
鉱
物
の
雲
母
の
粉
を
用
い
て
、
き
ら
き
ら
と
光
る
効
果
を
出
す
摺
り
の
こ
と
で
あ
る
。
蔦
重
版
作
品
で
は
、
寛
政
五
〜

六
年
頃
刊
の
次
の
計
五
件
、
二
三
点
が
雲
母
地
で
あ
る
。【
表
一
】
中
の
№
1
「
婦
人
相
学
十
躰
／
婦
女
人
相
十
品
」、
№
4
〈
狂
歌
入
り
評
判
娘
図
〉、
№
5
〈
遊
女
三
幅
対
〉、

№
6
「
当
世
踊
子
揃
」、
№
7
「
歌
撰
恋
之
部
」
で
あ
る
。
同
時
期
、
他
版
元
か
ら
も
雲
母
地
の
作
品
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。【
表
二
】
中
の
№
2
の
鶴

屋
喜
右
衛
門
版
「
青
楼
仁
和
嘉
女
芸
者
之
部
」（
四
点
）、
№
10
の
高
須
宗
七
版
「
美
人
気
量
競
」（
四
点
）
の
計
二
件
、
八
点
に
留
ま
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
、
雲
母
地
の
使
用

は
蔦
屋
版
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
く
、
他
版
元
は
積
極
的
に
制
作
で
き
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可
能
性
を
提
示
す
る
。
加
え
て
、
寛
政
六
年
、
蔦
重
の
元
か
ら
東
洲

斎
写
楽
が
デ
ビ
ュ
ー
し
た
際
に
も
黒
雲
母
地
の
役
者
大
首
絵
二
八
点
を
発
表
し
て
お
り
、
他
版
元
が
雲
母
地
作
品
を
制
作
す
る
こ
と
を
躊
躇
っ
た
と
推
定
す
る
。

（
註
二
二
）
山
口
桂
三
郎
『
浮
世
絵
の
歴
史
』（
三
一
書
房
、
一
九
九
五
年
、
一
一
五
頁
）。
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５
❘
１

４
❘
２

４
❘
１

３
❘
８

３
❘
７

３
❘
６

３
❘
５

３
❘
４

３
❘
３

３
❘
２

３
❘
１

２
❘
６

２
❘
５

２
❘
４

２
❘
３

２
❘
２

２
❘
１

１
❘
８

１
❘
７

１
❘
６

１
❘
５

１
❘
４

１
❘
３

１
❘
２

１
❘
１

№【
表
一
】
寛
政
期
の
歌
麿
の
主
要
な
揃
物
作
品
リ
ス
ト
（
蔦
重
版
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
年
頃
）

（
寛
政
五
年
頃
）

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

寛
政
五
年

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

制
作
年

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
）

（
一
七
九
三
）

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

一
七
九
三

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

西
暦

〈
遊
女
三
幅
対
〉
扇
屋
内
花
扇　

よ
し
の　

た
つ
た

〈
狂
歌
入
り
評
判
娘
図　

難
波
屋
お
き
た
〉

〈
狂
歌
入
り
評
判
娘
図　

高
島
お
ひ
さ
〉

〈
高
級
遊
女
集
〉
角
玉
内
春
日
野

〈
高
級
遊
女
集
〉
扇
屋
内
花
扇

〈
高
級
遊
女
集
〉
玉
屋
内
若
梅

〈
高
級
遊
女
集
〉
丁
字
屋
内
雛
鶴

〈
高
級
遊
女
集
〉
扇
屋
内
滝
川

〈
高
級
遊
女
集
〉
丁
字
屋
内
折
は
へ

〈
高
級
遊
女
集
〉
玉
屋
内
ま
き
絹

〈
高
級
遊
女
集
〉
若
那
屋
内
し
ら
玉

六
玉
川　

松
葉
屋
瀬
や
ま　

い
ろ
か　

ゆ
か
り

六
玉
川　

丁
字
屋
内
雛
鶴　

つ
る
じ　

つ
る
の

六
玉
川　

玉
屋
内
花
紫　

し
ら
べ　

て
り
は

六
玉
川　

扇
屋
内
や
し
ほ　

そ
め
き　

つ
ま
き

六
玉
川　

扇
屋
花
扇　

よ
し
の　

た
つ
た

六
玉
川　

若
松
屋
内
若
鶴　

子
の
ひ　

ま
つ
し

婦
女
人
相
十
品
〈
日
傘
を
さ
す
女
〉

婦
女
人
相
十
品
〈
煙
草
の
煙
を
吹
く
女
〉

婦
女
人
相
十
品
〈
文
読
む
女
〉

婦
人
相
学
十
躰
／
婦
女
人
相
十
品
〈
ポ
ペ
ン
を
吹
く
娘
〉

婦
人
相
学
十
躰
〈
指
折
り
数
え
る
女
〉

婦
人
相
学
十
躰
〈
団
扇
を
持
つ
娘
〉

婦
人
相
学
十
躰　

浮
気
之
相

婦
人
相
学
十
躰　

面
白
キ
相

外
題

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

判
型
・
形
態

●◇◇●●●●●●●●●●●●●●△△△△△△△△
モ
デ
ル

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇
入
銀
物
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９
❘
３

９
❘
２

９
❘
１

８
❘
12

８
❘
11

８
❘
10

８
❘
９

８
❘
８

８
❘
７

８
❘
６

８
❘
５

８
❘
４

８
❘
３

８
❘
２

８
❘
１

７
❘
５

７
❘
４

７
❘
３

７
❘
２

７
❘
１

６
❘
５

６
❘
４

６
❘
３

６
❘
２

６
❘
１

５
❘
３

５
❘
２

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）（

一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

名
取
酒
六
家
選　

若
那
屋
内
白
露　

木
綿
屋
の
男
山

名
取
酒
六
家
選　

大
も
ん
じ
や
内
浅
ぢ
ふ　

木
綿
屋
七
ッ
梅

名
取
酒
六
家
選　

兵
庫
屋
華
妻　

坂
上
の
剣
菱

青
楼
十
二
時　

続　

亥
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

戌
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

酉
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

申
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

未
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

午
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

巳
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

辰
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

卯
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

寅
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

丑
ノ
刻

青
楼
十
二
時　

続　

子
ノ
刻

歌
撰
恋
之
部　

稀
ニ
逢
恋

歌
撰
恋
之
部　

あ
ら
は
る
る
恋

歌
撰
恋
之
部　

夜
毎
ニ
逢
恋

歌
撰
恋
之
部　

深
く
忍
恋

歌
撰
恋
之
部　

物
思
恋

当
世
踊
子
揃　

三
番
叟

当
世
踊
子
揃　

石
橋

当
世
踊
子
揃　

道
成
寺

当
世
踊
子
揃　

吉
原
雀

当
世
踊
子
揃　

鷺
娘

〈
遊
女
三
幅
対
〉
扇
屋
内　

蓬
莱
仙　

つ
ば
き　

し
ら
べ

〈
遊
女
三
幅
対
〉　

江
戸
町
壱
丁
目　

玉
屋
内　

若
梅　

む
め
の　

い
ろ
か

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

●●●●●●●●●●●●●●●△△△△△※※※※※●●
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13
❘
７

13
❘
６

13
❘
５

13
❘
４

13
❘
３

13
❘
２

13
❘
１

12
❘
12

12
❘
11

12
❘
10

12
❘
９

12
❘
８

12
❘
７

12
❘
６

12
❘
５

12
❘
４

12
❘
３

12
❘
２

12
❘
１

11
❘
３

11
❘
２

11
❘
１

10
❘
２

10
❘
１

９
❘
６

９
❘
５

９
❘
４

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

寛
政
七
年

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
寛
政
六
年
頃
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

一
七
九
五

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

（
一
七
九
四
）

風
俗
浮
世
八
景　

女
房
の
晩
鐘

風
俗
浮
世
八
景　

屋
敷
の
夕
照

風
俗
浮
世
八
景　

娘
の
落
雁

風
俗
浮
世
八
景　

傾
城
の
秋
の
月

風
俗
浮
世
八
景　

か
こ
わ
れ
の
夜
雨

風
俗
浮
世
八
景　

芸
者
の
帰
帆

風
俗
浮
世
八
景　

後
家
の
暮
雪

吉
原
仁
和
嘉　

さ
る
廻
し

吉
原
仁
和
嘉　

花
の
滝　

里
の
養
老

吉
原
仁
和
嘉　

金
売
吉
次

吉
原
仁
和
嘉　

寿
都
の
錦

吉
原
仁
和
嘉　

み
こ
し
洗
い

吉
原
仁
和
嘉　

豊
年
末
社
の
舞

吉
原
仁
和
嘉　

池
鯉
鮒
市
蔵

吉
原
仁
和
嘉　

獅
子

吉
原
仁
和
嘉　

春
日
竜
神　

磯
の
名
玉

吉
原
仁
和
嘉　

伊
勢
お
ん
ど
あ
こ
ぎ
綱
の
手
踊

吉
原
仁
和
嘉　

七
人
猩
々

吉
原
仁
和
嘉　

隅
田
川
乗
合
船

霞
織
娘
雛
形
〈
簾
〉

霞
織
娘
雛
形
〈
夏
衣
装
〉

霞
織
娘
雛
形
〈
蚊
帳
〉

〈
狂
歌
入
り
美
人
図　

高
輪
の
女
〉

〈
狂
歌
入
り
美
人
図　

袖
が
浦
の
亀
吉
〉

名
取
酒
六
家
選　

越
前
屋
内
通
路　

紙
屋
の
き
く

名
取
酒
六
家
選　

玉
屋
内　

し
つ
か　

満
願
寺
養
命
酒

名
取
酒
六
家
選　

角
玉
屋
内
小
む
ら
さ
き　

山
城
屋
の
山
や
ま

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

△△△●△△△◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎◎△△△◇◇●●●
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069-洲脇朝佳氏.indd   86069-洲脇朝佳氏.indd   86 2019/02/18   12:02:232019/02/18   12:02:23



87

　
（
註
）

　
　

・ 

制
作
年
は
、
主
に
展
覧
会
図
録
『
喜
多
川
歌
麿
展
』（
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
、
一
九
九
五
年
）、
お
よ
び
「
喜
多
川
歌
麿
作
品
目
録
」（『
浮
世
絵
聚
花　

ボ
ス
ト
ン

美
術
館
３
』
小
学
館
、
一
九
七
八
年
所
収
）
に
掲
載
の
年
代
に
よ
っ
た
。

　
　

・
吉
原
細
見
な
ど
客
観
的
情
報
に
よ
る
考
証
で
な
く
、
落
款
や
画
風
、
他
作
品
と
の
比
較
に
よ
っ
て
刊
行
年
を
推
定
し
た
場
合
に
は
、（　

）
内
に
年
代
を
記
し
た
。

　
　

・
外
題
は
原
則
、
画
中
の
表
記
に
従
っ
た
が
、
記
載
の
無
い
場
合
は
適
宜
〈　

〉
内
に
仮
題
を
付
し
た
。

　
　

・
外
題
が
刊
行
途
中
で
変
更
さ
れ
た
作
品
は
、
変
更
前
と
変
更
後
、
ど
ち
ら
の
外
題
も
「
／
」
を
挟
ん
で
記
載
し
た
。

　
　

・
モ
デ
ル
欄
の
記
号
は
、
△
市
井
の
不
特
定
の
女
性
、
◇
市
井
の
特
定
の
女
性
、
●
吉
原
遊
女
、
◎
廓
芸
者
、
※
廓
芸
者
の
可
能
性
が
あ
る
女
性
を
示
す
。

　
　

・
モ
デ
ル
欄
に
×
の
記
号
を
入
れ
た
作
品
は
、「
喜
多
川
歌
麿
作
品
目
録
」
に
お
い
て
そ
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
が
筆
者
は
未
見
で
あ
る
図
様
を
示
す
。

　
　

・
外
題
の
文
字
が
読
み
取
れ
な
い
箇
所
は
、
■
で
示
し
た
。

14
❘
５

14
❘
４

14
❘
３

14
❘
２

14
❘
１

13
❘
８

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
五
）

婦
人
職
人
分
類　

造
り
花
師

婦
人
職
人
分
類　

扇
子
折

婦
人
職
人
分
類　

表
具
師

婦
人
職
人
分
類　

か
わ
ら
け
造
り

婦
人
職
人
分
類　

翠
簾
師

風
俗
浮
世
八
景　

■
■
の
晴
嵐

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

間
判
錦
絵

△△△△△×
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 №【
表
二
】
寛
政
期
の
歌
麿
の
主
要
な
揃
物
作
品
（
そ
の
他
の
版
元
）

（
寛
政
八
〜
一
〇
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
〜
八
年
頃
）

（
寛
政
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

（
寛
政
六
〜
七
年
頃
）

寛
政
六
年

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

（
寛
政
五
〜
六
年
頃
）

寛
政
五
年

（
寛
政
四
〜
五
年
頃
）

制
作
年

（
一
七
九
六
〜
九
八
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
〜
九
六
）

（
一
七
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

（
一
七
九
四
〜
九
五
）

一
七
九
四

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

（
一
七
九
三
〜
九
四
）

一
七
九
三

（
一
七
九
二
〜
九
三
）

西
暦

錦
織
歌
麿
形
新
模
様

〈
美
人
大
首
絵
集
〉

〈
○
印
〉

高
名
美
人
六
家
撰

五
人
美
人
愛
敬
競

〈
恋
歌
集
〉

名
所
腰
掛
八
景

〈
六
玉
川
〉

〈
高
名
美
人
判
じ
絵
〉

青
楼
七
小
町

〈
茶
屋
美
人
〉

娘
日
時
計

美
人
気
量
競

高
名
美
人
見
た
て
忠
臣
蔵

〈
美
人
風
俗
図
〉

北
国
五
色
墨

当
時
全
盛
似
顔
揃

　

／
当
時
全
盛
美
人
揃

〈
江
戸
高
名
美
人
〉

艶
中
八
仙

〈
お
き
た
と
お
藤
〉

〈
お
ひ
さ
と
お
仙
〉

青
楼
仁
和
嘉
女
芸
者
之
部　

〈
狂
歌
入
り
風
俗
十
二
月
〉

外
題

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

間
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

大
判
錦
絵

中
判
錦
絵

判
型
・
形
態

三七四六五二八六四 七 三五四一
二五五 一

〇 六八 二 四一
二
〇
枚
揃

鶴
屋
喜
右
衛
門

山
口
屋
忠
助

鶴
屋
喜
右
衛
門

近
江
屋
権
九
郎

近
江
屋
権
九
郎

松
村
辰
右
衛
門

伊
勢
屋
利
兵
衛

松
村
辰
右
衛
門

松
村
辰
右
衛
門

泉
佐

山
口
屋
忠
助

村
田
屋
治
郎
兵
衛

高
須
宗
七

近
江
屋
権
九
郎

上
村
与
兵
衛

伊
勢
孫

若
狭
屋
与
市

岩
戸
屋
喜
三
郎

鶴
屋
喜
右
衛
門

鶴
屋
喜
右
衛
門

鶴
屋
喜
右
衛
門

若
狭
屋
与
市

版
元

無
線
摺

八
重
毛

八
重
毛

八
重
毛

八
重
毛

八
重
毛

八
重
毛

無
線
摺
に
よ
る
肌
表
現

無
線
空
摺
に
よ
る
肌
表
現

背
景
に
雲
母
摺

背
景
に
雲
母
摺

彫
摺
表
現
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 （
註
）

　
　

・ 

制
作
年
は
、
主
に
展
覧
会
図
録
『
喜
多
川
歌
麿
展
』（
千
葉
市
美
術
館
ほ
か
、
一
九
九
五
年
）、
お
よ
び
「
喜
多
川
歌
麿
作
品
目
録
」（『
浮
世
絵
聚
花　

ボ
ス
ト
ン

美
術
館
3
』
小
学
館
、
一
九
七
八
年
所
収
）
に
掲
載
の
年
代
に
よ
っ
た
。

　
　

・
吉
原
細
見
な
ど
客
観
的
情
報
に
よ
る
考
証
で
な
く
、
落
款
や
画
風
、
他
作
品
と
の
比
較
に
よ
っ
て
刊
行
年
を
推
定
し
た
場
合
に
は
、（　

）
内
に
年
代
を
記
し
た
。

　
　

・
外
題
は
原
則
、
画
中
の
表
記
に
従
っ
た
が
、
記
載
の
無
い
場
合
は
適
宜
〈　

〉
内
に
仮
題
を
付
し
た
。

　
　

・
外
題
が
刊
行
の
途
中
で
変
更
さ
れ
た
作
品
は
、
変
更
前
と
変
更
後
、
ど
ち
ら
の
外
題
も
「
／
」
を
挟
ん
で
記
載
し
た
。

36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23
（
寛
政
一
二
〜
享
和
元
年
頃
）

（
寛
政
一
〇
〜
一
一
年
頃
）

（
寛
政
一
〇
〜
一
一
年
頃
）

（
寛
政
一
〇
〜
一
一
年
頃
）

（
寛
政
一
〇
〜
一
一
年
頃
）

（
寛
政
一
〇
〜
一
一
年
頃
）

（
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【図一】喜多川歌麿「婦人相学十躰　浮気之相」　　　　　　　　　
　　　　　　　寛政４～５年（1792～93）頃　大判錦絵　ニューヨーク公立図書館

【図二】喜多川歌麿「歌撰恋之部　物思恋」　　 　　　　　　　　　
　　 寛政５～６年（1793～94）頃　大判錦絵　ボストン美術館
　（Photograph Ⓒ Museum of Fine Arts, Boston. 21.6415）
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【図三】喜多川歌麿「青楼十二時　続　丑ノ刻」　　　
　　　　寛政６年（1794）頃　大判錦絵　シカゴ美術館

【図四】喜多川歌麿「北国五色墨　川岸」　 　　　　　　　　　　　
　　 寛政６～７年（1794～95）頃　大判錦絵　ボストン美術館
　（Photograph Ⓒ Museum of Fine Arts, Boston. 21.6418）
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【図五】喜多川歌麿「娘日時計　午ノ刻」　　　　　  　　　 　　　　
　　寛政６～７年（1794～95）頃　大判錦絵　ボストン美術館
　（Photograph Ⓒ Museum of Fine Arts, Boston. 21.6547）

【図六】喜多川歌麿「青楼七小町　鶴屋内篠原」（全体・部分）　 　　　　
　　　　　寛政６～７年（1794～95）頃　大判錦絵　アムステルダム国立美術館
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